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四国 に は , これ まで 19 種 の Catocala 類 が 知ら れ て いた (増井 , 1976: 1978). 筆者 は , 1978 年 度 
の 調査 で 新た に 四国 未 記録 で ある オオ シロ シン タバ と アサ マキ シタ ズバ を 採集 し た の で , 簡単 に 報告 す 
る . 本 報 で 2 種 を 追加 する の で , 四国 か ら 21 種 の カト カラ が 記録 され た こと に な る . 

日 頃 , 種々 御 教示 を 賜っ て いる 杉 繁 郎 氏 に 感謝 する . また 写真 撮影 を 願っ た 串田 光 祥 氏 に お 礼 申し 
上 げ る . 


Catocala lara BREMER 
オオ シロ シタ ズバ (Fig. 1) 


杉 (1972) に よれ ば , 本 種 は , 北海 道 で は 広く 分 布 し 多 産 す る . 本 州 で は , 中 部 か ら 東 北 地方 に か 
け て 産地 が 知ら れ て いる が , 個体 数 は 少な い 。 本 州 の 西 限 の 記録 は 福井 県 (井崎 , 1971) で , 近畿 か 
ら 中 国 に か け て は 全く 記録 が ない. と ころ が 九州 に は , 基山 で 伊藤 修 四郎 氏 が 1945 年 9 月 に 1? を 
採集 し た 記録 が ある (黒子 , 1957) . そこ で , 西南 日 本 に お ける 本 種 の 分 布 の 再 確認 が 望ま れ て いた . 

筆者 は , 石 鎧 山系 の 伊吹 山 と 瓶 ヶ 森山 の 中 間 の シラ ザ 峠 (1420 m) で , 高知 県 側 の 谷 に 向っ て 夜間 
採集 を し て いた と ころ , 21 時 頃 草むら の 中 へ 落下 する よう に 飛来 し た 19 を 幸運 に ゃ 採集 する こと 
が で きた. 当 夜 は , 日 没 前 より 比較 的 強い 風 が 吹い て いた も の の , 非常 に 濃い 寺 の 発生 が 続き , 種類 
数 は 少な か っ た が 30 個体 以上 の ゴマ シン オキ シタ ズバ を 含む 多数 の 峨 が 集まっ た 絶好 の コン ディ ショ ン 
で あっ た . 

本 種 の 食 樹 は , 北海 道 で は すでに zlia japonica シナ ノ キ で ある こと が 判明 し て いる . 少な く と も , 
四国 の 山地 (1400 前 後 ) で は シナ ノ キ 食 の と メ ク チ バス ズ メ , アオ ケン モン , エゾ キイ ロキ リガ , ク 
ロ ハ ヘナ ギン ガ , シロ テン シャ チ ホ ュ っ は 比較 的 普通 に 産 す る の で , 食 樹 だ け か ら 判 断 す れ ば , 本 種 の 四 
国 で の 生息 は 可能 で ある . デー タ は 次 の 通り で ある . 1, 26. VIII. 1978 伊吹 山 ・ シ ラ ザ 峠 (1420m) 
高知 県 土佐 郡 本 川村 ( 開 張 71 mm, 前 次 長 35 mm). 


Catocala Ss が ec ん er7 STAUDINGER 
アサ マキ ンタ ベ バ (Fig. 2) 


本 種 は , 杉 (1971) に よれ ば , 内 陸 準 乾燥 地 を 好む 虹 で あり , カト カラ の 仲間 で は , 最も 発生 が 早 
い . ミズ ナラ 帯 に も 進入 し て いる の で , 中 部 以 北 , 北海 道 ま で 広く 産 す る . と ころ が , 近畿 以西 の 西 
南 日 本 で は , マメ キシ タバ と 同様 に , 低 標 高地 で 発見 され て いる の が 特徴 で ある . これ まで に , 弱 賀 
県 八日市 市 ( 森 , 1965) , 大 阪 府 茨 木 市 (松本 , 1972) , 兵庫 県 神戸 市 ( 杉 , 1971: 分 布 図 に よる ), 岡 
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山県 新 見 市 ( 赤 枝 , 1967) か ら 発 見 され て いた . 

食 樹 は , ミズ ナラ , コナ ラ , アラ カシ な どの Quercus で , 八日市 市 で は アベ マキ も 食し て いる . 筆 
者 は , 本 種 が 瀬戸 内 海 を は さん で 対岸 の 岡山 県 で 産 す る こと , 食 樹 が 県 下 の 二 次 林 に 普通 に 自生 し て 
いる こと か ら , 香川 県 下 に 本 種 は 必ず 生息 し て いる も の と 考え て いた 。 予想 通り , マメ キシ タバ の 一 
産地 と し て 報告 し た 藤尾 神社 の 社 叢 で 3 月 下旬 に 本 種 の 1 や を 採集 する こと が で きた . 得 ら れ た 個体 
は ば, 開 張 3? mm で や や 大 型 で あり , ユ ガ タキ シタ バズ を 連想 させ る ほど 後期 の 黄色 帯 は 濃く , や や 中 
部 以 北 産 の 個体 と は 趣 を 異 に し て いる . その 後 , 6 月 上 旬 ま で , 同一 地点 で 2 度 夜間 採集 を 行っ た が , 
追加 個体 は 得 ら れ な か っ た 。 デ ー タ は 次 の 通り で ある 1, 26. V. 1978, 藤尾 神社 (180 m) 香川 県 高 
松 市 西 植田 町 ( 開 張 34 mm 前期 長 27 mm) . 

な お , この 平地 に 近い , アラ カシ を 主 と した 70 ha の 藤尾 神社 の 社 業 で , 筆者 は 本 種 の ほか に , シ 
ロン シン タバ, キシ タバ , コガ タキ ンタ ババ, ワ モ ン キ ンタ ババ, マメ キン タバ , ウス イロ キン タバ, アミ メ 
キシ タバ , コシ ロン シタ べべ を 採集 し て いる . 平地 で あり な が ら 9 種 と いう 多数 の カト カラ が 生息 する と 
いう 点 で , この 社 叢 は 八日市 市 の 愛知 川 流域 と よく 似 て お り , 西南 日 本 の 瀬戸 内 海 を 中 心 と し た 低 標 
高地 に お ける 本 来 の カト カラ 相 を 想像 させ る よう で , 興味 深い . 








Fig. 1. Catocala lara BREMER づ . Shikoku: Mt. Ibuki, 26. VIII. 1978. 
Fig. 2. Catocala streckeri STAUDINGER P. Shikoku: Fujio, 26. V. 1978. 
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層 高 


Summary 


One male of Catocala lara BREMER was captured in 1978 on Mt. Ibuki (1420 m), Kochi 
Prefecture, which was the second record from southwestern part of Japan. One female of C. 
streckeri STAUDINGER was also captured on Fujiosan (180 m), Kagawa Prefecture. Both were the 
first record from Shikoku Island. 
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